
 

観光地域づくり法人形成･確立計画 

 

記入日：2023 年 7 月 22 日 

 

１．観光地域づくり法人の組織 
 

申請区分 

※該当するもの

を○で囲むこと 

地域ＤＭＯ 

観光地域づくり

法人の名称 

株式会社阿智昼神観光局 

マネジメント・

マーケティング

対象とする区域 

長野県下伊那郡阿智村 

所在地 長野県下伊那郡阿智村 

設立時期 2006 年 10 月 31 日 ㈱昼神温泉エリアサポート設立 

2016 年 5 月 18 日  ㈱阿智村観光局～名称変更､事業拡大 

事業年度 ４月１日から翌年３月 31日までの１年間 

職員数 26 人【常勤 14人（正職員 12人 出向 2人） 非常勤 12 人】 

代表者（トップ

人材：法人の取

組について対外

的に最終的に責

任を負う者） 

※必ず記入する

こと 

 

（氏名） 

白澤 裕次 

株式会社ジェイ･マウンテン

ズ･セントラル代表取締役 

 

長きに渡り阿智村観光協会の副会長として、また

スタービレッジ阿智誘客促進協議会副会長として

地域づくりの舵取り役としても活動。近年は、リ

ニア新幹線開通の新時代を見据えた 昼神温泉リ

ニア新時代戦略等推進委員会の委員長として、域

内の戦略づくりを担うとともに、様々な関係者と

のパイプ役になっている。 

データ分析に基

づいたマーケテ

ィングに関する

責任者（ＣＭ

Ｏ：チーフ・マ

ーケティング・

オフィサー 

※必ず記入する

こと 

 

（氏名） 

松下 仁「専従」 

DMO 正社員 

 

企画戦略部部長(兼)スタービレッジ阿智誘客促進

協議会事務局長 

 

財務責任者 

（ＣＦＯ：チー

フ・フィナンシ

ャル・オフィサ

ー） 

※必ず記入する

こと 

 

（氏名） 

村松 晃「専従」 

DMO 正社員 

総務管理部部長(兼)観光局事務局長 
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連携する地方公

共団体の担当部

署名及び役割 

長野県阿智村地域経営課（地域振興、地域づくり全般） 

連携する事業者

名及び役割 

阿智村産業振興協議会（村内の他産業との連携） 

スタービレッジ阿智誘客促進協議会（星による村のブランディング） 

阿智村商工会（ふるさと名物の開発）(産業振興)(裾野拡大) 

昼神温泉リニア新時代戦略等推進委員会、村内観光事業者（地域づくり） 

阿智☆昼神新型コロナウィルス感染症対策委員会（コロナ対策、危機管理） 

バス等輸送会社（一次交通､二次交通の整備） 

長野県観光機構（地域連携 DMO） 

南信州観光公社（地域連携 DMO） 

長野県南信州地域振興局（広域連携） 

南信州広域連合（広域連携） 

南信州おでかけチーム“ウィズ”（ユニバーサルツーリズム推進） 

官民･産業間･地

域間との持続可

能な連携を図る

ための合意形成

の仕組み 

多様な関係者が参加する協議会を外部に設置し密な連携をはかるほか、日常的 

な事業進捗の確認･軌道修正を実務者レベルで行う役員会を 2ヶ月に 1回程度 

開催。村の総合計画「観光を基軸にした持続可能な地域づくり」については産 

業振興協議会において部会を月 1回程度全体会議を年 4回程度開催し合意形成 

を行っている。コンセプトに基づく戦略については株主総会にて年 1回合意計 

成を行っている。 

地域住民に対す

る観光地域づく

りに関する意識

啓発・参画促進

の取組 

 

2016 年 5月 DMO 候補法人登録を受けて、地域住民への啓発を目的としたシンポ

ジウムを開催。阿智村総合計画に基づく住民参加型のワークショップも適宜開

催。また「日本一の星空ナイトツアー村民ＤＡＹ」や「村内全域ライトダウンイ

ベント」を実施することにより、「日本一の星空の村」を核とする観光地域づく

りを実際に体感していただくことにより村民参加型の地域づくりを目指してい

る。地元阿智高校の地域政策コースとタイアップし授業の一環として、観光によ

る交流人口の拡大や交流プログラムの開発などの持つ意義を共有し実践していま

す。小学校・中学校においても、自地域の魅力ある地域資源の学習や観光による

豊かな地域づくりを学習することにより、自地域に対するロイヤリティを高める

ことにより将来の地域の担い手となる人材の下地作りを進めています。なお、地

域への誇りや愛着を更に醸成するために、村民を中心としたギネス世界記録挑戦

も計画している（2023 年企画構想/2024 年チャレンジ）。 

法人のこれまで

の活動実績 

 

 

【活動の概要】 

事業 実施概要 

情報発信・

プロモーシ

ョン 

主な情報発信及び受賞実績 

2012 年～ 

・スタービレッジ阿智誘客促進協議会と連動 

・「日本一の星空」を核とする戦略的ブランディング開始 

・「天空の楽園日本一の星空」ナイトツアー」事業開始 

・各種補助金を活用したプロモーション開始 

2015 年 

・信州ブランドアワード長野県知事賞受賞 

・第 1回ジャパン・ツーリズムアワード国内･訪日領域地域マ

ネジメント部門賞受賞（2016､2017､2018 年も同賞受賞） 

2017 年 

・第 29 回星空の街・おおぞらの街環境大臣賞受賞 

・「日本一の星空ナイトツアー」でグッドデザイン賞受賞 

・第 21 回ふるさとイベント大賞優秀賞受賞 

2018 年 
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・「日本一の星空浪合パーク」でグッドデザイン賞受賞 

2020 年 

・第 3回日本サービス大賞地方創生大臣賞受賞 

2019 年 

・阿智ワールドチャレンジプロジェクトで、「同時に天体観測

を行った最多人数」としてギネス世界記録認定 

2021 年 

・阿智ワールドチャレンジプロジェクトで、「折り紙で作 

った星の最多展示数」としてギネス世界記録認定 

2022 年 

・GooglePixel と SoftBank プロデュースによる「天空の 

楽園ナイトツアー」開催 

 ・村を舞台にした短編小説を出版するお土産レーベル「昼  

  神温泉☆星紡文庫」第二弾をリリース 

 ・その他プロモーション実績一覧を添付します 

受入環境の

整備 

2016 年 

◇観光庁・地域資源を活用した観光地魅力創造事業を活用し以

下を実施 

・遊休施設を活用した観光交流拠点施設｢ACHI BASE｣（café 併

設の観光案内所）の設計（開設は 2017 年） 

・公式ホームページの改修（多言語化、予約システムの導入） 

・ビッグデータを活用したマーケティング調査・分析 

・マーケット拡大を目的としたテストマーケティング 

・外国人受入環境の整備（案内ツールの多言語化、Wi-Fi 整

備） 

2017 年 

◇内閣府・地方創生推進交付金を活用して以下を実施 

・遊休施設を活用した観光交流拠点施設｢ACHI BASE｣（café 併

設の観光案内所）開設 

2018 年 

◇内閣府・地方創生推進交付金を活用して以下を実施 

・遊休施設を活用した新たな星空観賞施設「日本一の浪合パー

ク」開業 

◇観光庁・広域周遊観光促進のための新たな観光地域支援事業

を活用して以下を実施 

・交通不便な観光地を解消すべく一時交通の補完として 

阿智☆昼神バス諏訪便、阿智☆昼神バス南木曽便（現在の中津

川便）の運行開始 

・交通不便な観光地を解消すべく二次交通として、地域内の観

光資源を体験するバスツアー「阿智村周遊バス」運行開始 

・交通不便な観光地を解消すべく二次交通として、昼神温泉と

「日本一の星空ナイトツアー」会場とを結ぶ送迎バス運行開始 

◇長野県元気づくり支援金を活用して以下を実施 

・ユニバーサルツーリズムに係る受入れ環境整備（セミナー開

催、バリアインフォメーションの調査･開示など） 

◇地方創生推進交付金を活用して以下を実施 

・「日本一の星空」のプロモーション効果の検証 

・温泉街の賑わい創出のためのマーケティング 

・訪日外国人旅行者向け災害対応アプリの開発 
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2019 年 

◇観光庁･訪日外国人旅行者周遊促進事業を活用して以下を実

施 

・SNS 広告、動画配信による・テストマーケティング 

・旅行サイト掲載によるテストマーケティング 

・翻訳アプリ導入 

・ファムツアー受入れによる課題の洗い出し 

◇観光庁･宿泊施設の地域連携推進事業を活用して以下を実施 

・泊食分離マーケットの調査･分析と商品開発 

◇地方創生推進交付金を活用して以下を実施 

・AR（拡張技術）を活用したサイクリングプログラム開発 

・AR（拡張技術）を活用した星空観賞プログラム開発 

・遊休施設を活用した土産店舗開業と温泉街の賑わい創出 

・ユニバーサルツーリズム推進（介助付き旅行サービスの開

発） 

・昼神温泉将来構想の策定 

・「日本一の星空」のプロモーション効果の検証 

・訪日外国人旅行者向け多言語アプリの開発 

2020 年 

◇地方創生推進交付金を活用して以下を実施 

・遊休施設を活用した飲食店開業と温泉街の賑わい創出 

・「日本一の星空」のプロモーション効果の検証 

・感染症対策グッズの開発・商品化 

2021 年 

◇観光庁・既存観光拠点の再生･高付加価値化推進事業を活用 

・地域事務局として、宿泊施設 10軒の高付加価値化改修実施 

・地域資源と eスポーツを融合したイベントによるプロモーシ

ョン 

2022 年 

◇観光庁･地域一体となった観光地の再生･観光サービスの高付 

加価値化事業を活用 

・地域事務局として地域計画を策定し、宿泊施設 10 施設、観

光施設 2軒の高付加価値化改修を実施 

◇観光庁・心のバリアフリー認定制度 

・観光案内所として認定登録 

観光資源の

磨き上げ 

2017 年 

◇観光庁・地域資源を活用した観光地魅力創造事業を活用して

以下を実施 

・地域食材を活用した土産品の開発・商品化 

2019 年 

◇地方創生推進交付金を活用して以下を実施 

・昼神温泉（源泉）を活用したテストマーケティング 

・昼神温泉（源泉）を活用した商品開発、モニターツアー 

2022 年 

◇観光庁･地域独自の観光資源を活用した地域の稼げる看板商

品の創出事業を活用して以下を実施 

・自然を活かした 安心･安全な新しい旅のスタイル『Active 

ACHI Outdoor【Ａ2Ｏ】』としてアウトドアプログラムの実証

事業を実施 
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【定量的な評価】数字は 2022 年度（2021 年度） 

昼神温泉年間宿泊者：約 23 万人（約 17万人） 

村内観光入込客：約 92万人（約 75万人） 

地域づくり法人の宿泊予約数：3,615 人（3,256 人） 

着地型旅行商品販売実績：9.659 人（6,081 人） 

 

実施体制 

※地域の関係者

との連携体制及

び地域における

合意形成の仕組

みが分かる図表

等を必ず記入す

ること（別添

可）。 

【実施体制の概要】 

村内観光事業者と行政（阿智村）が中心となり、メンバーには、宿泊業者、観光

事業、飲食業者のみならず、交通事業者、農業者など多様な関係者が参画するな

ど官民が密接に連携した運営を実施。 

 

【実施体制図】 
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２．観光地域づくり法人がマネジメント・マーケティングする区域 
  

 

長野県下伊那郡阿智村 

人口：約 6,100 人 

 

【 区 域 設 定 の 考 え 方 】             

1973 年の出湯以来、昼神温泉を中心とした観光政策

を進めてきたが、2006 年に村内のキャンプ場が環境

省が実施する星空継続観測第 1位に選ばれ、2011 年

より「日本一の星空」をキーワードに「スタービレ

ッジ阿智」として、星による村内全域のブランディ

ングを進めている。当初は昼神温泉旅館と観光施設

が主体となって進めていたが、住民の理解や顧客満

足を高める取り組みを様々に実施し少しずつ住民参

加型の観光地域づくりが浸透してきた。今後はいか

に「住んでよし、訪れてよし」の村にまで深化させ

ていけるかが課題。旅行商品･滞在プログラムの造

成、周遊バスの企画、知名度向上を目指すプロモー

ション活動など村を挙げて取り組む事が急務。 

 

【観光客の実態等】 

これまでの主たるターゲット層「中京圏 60代の女性」は保ちつつ、「スタービレッジ阿智」によるブラ

ンディングの効果で、「首都圏の若年層」が増加傾向にある。旅館宿泊単価は上昇傾向。2020 年 2021 年

度は、新型コロナウィルス感染症による人流の抑制・外出自粛などの政策と旅行・観光需要の停滞によ

り多大な影響を受け活動も制約された。 

2022 年度は、コロナ禍からの回復傾向が見られたが、コロナ前（2019 年）までには至らず、客数・消

費額ともに、2019 年比 70％台な留まった。 

＜2022 年の主な実績＞ 

観光入込客数 919,200 人（750,070 人）、延べ宿泊者数人 238,187 人（177,685 人）、 

域内旅行消費額 4,039,980 円（3,239,990 円） （2021 年実績） 

 

【観光資源：観光施設、商業施設、自然、文化、スポーツ、イベント等】 

現状は、「ヘブンスそのはら SNOW WORRD」を会場に実施している「日本一の星空ナイトツアー」（2012

年～）という商品のみが主力商品。2018 年に事業開始した星空観賞施設「日本一の星空･浪合パーク」

も 5年度目を終了し少しずつ利用者が増えてきており、教育旅行の受入れも増えてきた（コロナ禍での

コース変更などに起因する）。更に村内他地域のスキー場や観光施設、公園などでも「日本一の星空」

を活かした取組を実施し域内のブランド戦略をはかっていく。具体的には、試験的に行っていた地域通

貨（スターコイン）を村内の主たる飲食･商業施設で扱えるようにし商工会との連携がはかれた。また、

「星空が綺麗」＝「空気が綺麗」というイメージ戦略から豊かな自然のアピールや、星空と併せた山岳

観光（恵那山、富士見台高原）を盛り込んだ SDGｓに資する取組、商品開発も模索中。2020 年より商品

化した、地域資源を活用した体験コンテンツ「ActiveAchi」が本格稼働し始め、充実化豊富化を進め、 

より多くの魅力創出をはかり情報発信を行っていく。 

 

【宿泊施設：域内分布、施設数、収容力、施設規模等】 

温泉旅館が村内に 22 軒、民宿が数軒。1 日の収容人数は約 2,000 人。星空観賞は必然的に夜の商品、

イベントということから、宿泊施設の稼働率を上げ、そのお客様が村内に滞在、周遊できるプログラム

を造成する必要がある。従前は旅館の宿泊者増が目的になりがちだったが、宿泊者を村内の滞在者、消

費者に変えること、そしてやがては移住者、定住者へと変えていくことを目的とする。 
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また、昼神温泉郷は、村内だけではなく南信州エリア（14市町村）の宿泊拠点として、多様化するニー

ズにも対応でき、それぞれが個性を放つような魅力的な宿泊施設群（温泉郷）としれ「選ばれる温泉地」 

を目指して行く。 

 

【利便性：区域までの交通、域内交通】 

現状は日本一交通不便といっても過言ではない温泉地。首都圏からはマイカーで 4 時間、首都圏･関西

圏から直接流入をはかる公共交通は存在しない。よって、西日本からの一次交通して、中津川駅（JR 東

海）からの直行バス、東日本からの一次交通として上諏訪駅（JR 東日本）からの直行バスを第 2 種旅

行業を活用して運行。二次交通も自社旅行業にて「周遊バス」や「観光タクシー」などを運行し、村内

に限らず近隣市町村への送客や移動手段の補完を行っている。 

早ければ数年後には、リニア中央新幹線が開通予定（品川～名古屋間）。長野県駅は飯田市に設置され

るため、長野県駅や岐阜県駅からの流入や広域での域内交通の検討・実証事業が必要となっているた

め、県や国の支援も求めていきたい。 

 

【外国人観光客への対応】 

2022 年の訪日外国人宿泊者は 726 人泊（2019 年は 6,096 人泊）。国内旅行に比して、外国人旅行客はコ

ロナ禍の影響が続いた。上述の通り、公共交通手段が存在しないに等しいため、これまでは東アジア地

域からのバスツアーのお客様の比重が大きかったが、5 年前より、FIT 誘客戦略をスタートし、これま

でほとんど実績のなかった欧米からの FIT が少しずつ増加傾向にあった（コロナ禍前）。ポストコロナ

を見据えた FIT への戦略を検討し、訪日外国人旅行者受入環境整備緊急対策補助金等を活用（採択され

た場合）しながら受け入れ態勢の整備強化を進めていく。 

また、自地域のみに限らず、国や県の支援も受けながら、周辺市町村と広域連携を更に進めて行きたい。 

 

 

 

３．各種データ等の継続的な収集・分析 

 

収集するデータ 収集の目的 収集方法 

旅行消費額 来訪者の消費活動の動向を分析し、

消費単価向上に繋げるため。 

アンケート調査を自主事業として実

施。 

延べ宿泊者数 宿泊者数の推移を把握するため。 各宿泊施設からの申告数字 

来訪者満足度 来訪者の満足（不満足）に繋がって

いる要因を分析し、戦略立案に繋げ

るため。 

アンケート調査を自主事業として実

施。 

リピーター率 リピーター顧客の動向を把握し、戦

略立案に繋げるため。 

アンケート調査を自主事業として実

施。 

ＷＥＢサイトのアクセス状況 地域に対する顧客の関心度や施策の

効果等を把握するため。 

自社ホームページのアクセス分析

により取集・分析 

住民満足度 観光振興に対する地域住民の理解度

を測るため。 

アンケート調査を自主事業として実

施（体制未整備のため行政と協議

中） 

DMO での宿泊予約数 自主財源確保（売上増） 自主管理 

着地型旅行商品の造成･販

売実績 

自主財源確保（売上増）と、地域

住民との連携により住民満足度の

向上。 

自主管理 
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４．戦略 
 

（１）地域における観光を取り巻く背景 
※地域経済、社会等の状況を踏まえた観光地域づくりの背景 

 

阿智村及び周辺市町村では、少子高齢化が加速し、就業者数の最も多い農林業においても高齢化等の

影響により就業者や事業所が減少傾向にある。村が標榜する「観光を基軸とした持続可能な村づく

り」に則して、地域の課題に向き合い、観光地域づくり法人（ＤＭＯ）を中心として既存の観光資源

を活用した観光地域づくりを図り、新たな雇用の創出や担い手不足の解消、交流人口の増加につなげ

ることとしている。 

 

（２）地域の強みと弱み 
 好影響 悪影響 

内部

環境 

・村の総合計画「観光を基軸にした持続可能

な村づくり」に則った観光施策の企画･推進 

・「日本一の星空」によるブランディングが 

 順調に推移 

・知名度の低さ⇒知名度向上に伴う来訪者増 

・PH値､抗酸化作用の高い温泉で、リニア新時

代を視野に入れ長野県南部の宿泊拠点となっ

ている 

・多様な関係者の巻き込みがまだ不充分 

・データの収集･分析が不充分 

・マーケティング、戦略性が不充分 

・観光や地域づくりなどに関する組織･会議

の煩雑化、類似化 

・宿泊施設･観光施設の老朽化 

・人材育成が不充分 

・インバウンド受入れへの機運に温度差 

外部

環境 

・地方創生、ＤＭＯ推進による国の支援､仕組

み作り 

・国の施策を契機とする訪日旅行の増加及び

宿泊施設不足による地方への流入 

・リニア中央新幹線(長野県駅)開通 

・三遠南信自動車道開通(愛知県､静岡県､ 

神奈川県西部とのアクセス改善） 

・新型コロナウィルス感染症による需要の低

下、売上減、経費増 

・経済の先行きの不透明感 

・地方創生による地域間競争の激化 

・人口減少、少子高齢化 

・国内旅行マーケットの縮小 

・ストロー現象(人口、人材の流出) 

・逆ストロー現象(外部資本の流入､投機的乱

開発･競争環境の激化､自然･景観破壊)の可

能性 

※上記に加え、ＰＥＳＴ分析等の他のマーケティング分析手法を用いて分析を行っている場合は、そ

の内容を記入（様式自由）。 

 

（３）ターゲット 
○第１ターゲット層  

中京圏在住の中高年（女性） 

○選定の理由 〇取組方針 

他地域と比較して当該ターゲット層の来訪が著しく多く、また市場としても今後拡大傾向にあるた

め。また「静かで何もない温泉郷のある村」「日本一の星空に代表される環境のいい村」が最も刺さる

年代。満足度調査の充実などにより再来訪意向につながる要因を分析し、分析結果に基づいてターゲッ

ト層に強力に訴求するコンテンツを磨き上げる。 

ターゲットを特定するデータは、宿泊施設 19施設のエリア別宿泊者数と OTA 提供による来訪者属性分

析を使用。中京圏は全体の 46％、中高年は同 35％、女性は同 59％と、顕著に他を上回っていることか

らターゲット層を設定。 

○ターゲット層  

首都圏、関西圏在住の若年層（10代後半から 40代）  

ターゲットを特定するデータは、「星の村」のブランディング戦略のメインコンテンツ「日本一の星

空ナイトツアー」来訪者の属性分析を使用。 
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○選定の理由 ○取組方針 

「星の村」のプロモーションが圧倒的に訴求力を持つターゲット。 

若年層の取り込みにより今後のリピート化がはかれれば、次世代の常連客となる。 

ターゲットを特定するデータは、「星の村」のブランディング戦略のメインコンテンツ「日本一の星

空ナイトツアー」来訪者の属性分析を使用。首都圏の比率が、星空のブランディング開始時と比べ、

13％増、関西圏が同じく 4％増であり、年齢分布は 10代後半から 40台までが 65％を占めていること

から、今後も伸びしろがあると判断しターゲットに設定。 

○ターゲット層  

東アジア・東南アジア地域の FIT、欧米豪の FIT 

ターゲットを特定するデータは、宿泊施設 19 施設のエリア別宿泊者数分析データを使用。 

○選定の理由 〇取組方針 

これまでのインバウンドのターゲットは、東アジア地域に特化してきたが、東アジアや東南アジア地

域や欧米豪の FIT から選ばれる地域を目指す。そのためには、魅力訴求や顧客満足度の要素から、他

市町村(他県も含め)との広域連携や公共交通の整備が必要となるため、関連ＤＭＯや国や県などとの

連携も進める。 

ターゲットを特定するデータは、観光庁発表の訪日外国人旅行者数及び割合のデータを使用。現状は

当該地域では、東アジア・東南アジア地域が 70％を超えるが、欧米豪の占有率がコロナ禍前の 12％

に比べ、26％まで伸びている実績からターゲット層を設定。 

 

（４）観光地域づくりのコンセプト 
①コンセプト 「世界に誇れる美しい村へ」 

星と人が輝き､村民が地域を誇りとし､村民参加を実現し､そしてこの地域で

暮らし続けて行く。 

②コンセプトの考え方 ㈱阿智昼神観光局は、「星の村」としてのブランディング､マーケティングに 
よる地域振興の牽引役を果たす。 
環境省の全国星空継続観測（2006 年）で「星空が最も輝いている場所」の 
第 1 位に選ばれたことに基づいた「星の村」（阿智村）ブランドを確立し 
日本のみならず世界発信へと拡大する戦略組織を目指す。今後の事業拡大に 
伴う組織改編により､より官民一体となった組織として、村が掲げる「観光 
を基軸にした持続可能な村づくり」を推進して行く。 

 

 

５．関係者が実施する観光関連事業と戦略との整合性に関する調整・仕組み作り、

プロモーション 
  

項目 概要 

戦略の多様な関係者との

共有 

※頻度が分かるよう記入

すること。 

１、戦略の策定･見直し､KPI の設定･見直しなどの重要案件においては株

主総会（年 1回/2022 年実績）､取締役会（年 6回）､産業振興協議会（年

2 回）、昼神温泉リニア新時代戦略等推進委員会（年 4 回）などの場で官

民一体となり協議し合意形成をはかっている。 

２、議会や村政懇談会などの地域の会合などにおいては行政の担当者

が、プロジェクトや委員会などにおいては DMO の役職員が戦略や途中経

過などを報告し合意形成、軌道修正する場を設けている（適宜）。「日本

一の星空の村」の裾野を広げるため、地域の方々とのより密なる連携が

求まられて来ており、平場での議論の場を増やして行く必要を感じてい

る。 

３、これまでなかなか進展しなかった「特産品開発」「食との連携」を

テーマに平成 29 年度に観光庁の魅力創造事業活用を契機に、行政を含
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む DMO が主体となり、商工会会員や多くの多様な関係者と連携しながら

地域経済への波及、経済還流の仕組み作りを進めて行く。 

観光客に対する地域一体

となった戦略に基づく一

元的な情報発信･プロモー

ション 

1､ （DMO の企画営業セクションが主体となり、現在持ち得るデータを分

析しターゲットを明確にして、「日本一の星空」のコンセプトに基づ

き情報発信・プロモーションに取り組んでいる。アンケート実施によ

り、他地域との比較・差別化、強み弱みの見極めによる戦略的な情報

発信・プロモーションを手掛けて行く。                              

2、リニア中央新幹線の開通･長野県駅開設を見据え、長野県観光機構、 

南信州観光公社、その他地域ＤMO、南信州地域振興局とも広域戦略 

で連携し、観光による豊かな地域づくり（マネジメント）の側面と 

観光による交流人口の増大（マーケティング）の側面の両立をはか 

りながら戦略に基づく情報発信･プロモーションによりインバウンド 

も見据えた観光による広域連携をはかって行く。 

 

※各取組について、出来る限り具体的に記入すること。 

６．ＫＰＩ（実績・目標） 
 

※戦略や個別の取組を定期的に確認・改善するため、少なくとも今後３年間における明確な数値目標を

記入すること。 

※既に指標となりうる数値目標を設定している場合には、最大で過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）必須ＫＰＩ 

※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

 

目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●旅行消費額 

（百万円） 

目

標 

4,400 3,750 4,050 4,250 4,400 4,444 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

3,276 3,240 4,040 
   

（ ） （ ） （ ） 

●延べ宿泊者数 

（千人） 

目

標 

300 252 240 290 332 340 

（－） （－） （1） （3） （5） （10） 

実

績 

202 178 238 
   

（0） （0） （1） 

●来訪者満足度 

（％） 

目

標 

23.0 24.0 25.0 26.0 27.0 28.0 

（－） （－） （－） （26.0） （27.0） （28.0） 

実

績 

24.4 24.0 26.0 
   

（－） （－） （－） 

●リピーター率 

（％） 

目

標 

15.0 15.0 15.0 16.0 16.0 16.0 

（－） （－） （－） （10.0） （10.0） （10.0） 

実

績 

12.6 14.8 16.1 
   

（－） （－） （－） 



様式１ 

10 
 

（検討の経緯） 

※ＫＰＩとして設定する項目や年次及び目標数値に関して、その検討のプロセスや考え方を項目ごと

に出来る限り具体的に記入すること。 

2016 年度までは、ＤＭＯや関連事業者での独自のアンケート内容によって収集を行っていたデータ集

積を、2017 年度より観光圏等で使用しているアンケート様式に変更。より精度の高い調査の実施と、

今後観光圏や他のＤＭＯとの比較･差別化を行うことができるようになれば、現状の分析･再認識を行

ったうえで関係者にフィードバックし戦略やＫＰＩの見直しをはかって行く体制を強化して行く。 

 

【設定にあたっての考え方】 

※大前提として、2024 年度にコロナ禍前（2019 年度）の数値に戻す KPI 設定としています 

●旅行消費額 

 長野県観光利用者統計調査の実績を使用。宿泊拠点である昼神温泉の宿泊客数を担保しながら、域

内周遊を促進する施策を展開していく。2024 年度にコロナ禍前（2019 年度）の数字に戻すことを

前提に、年次では従来の目標数値である 1％増を 2024 年度以降に設定した。 

●延べ宿泊者数 

経済状況や様々な外的要因の影響を受けやすく非常にコントロールが難しい指数であるため、5年で

2～3％増という数字を設定し単年度の増減に一喜一憂しないようブレない戦略に基づき取り組んで

行く。そのために上述の旅行消費額とのバランスに注視しながらマーケット状況を判断し対応して

行く。ただし、観光庁の補助事業などで高付加価値化が進む状況に合って、人数と客単価の兼合い 

について、地域としての戦略を見直す機会を作り、人数減でも売上増利益増の仕組みも模索していく

必要を感じている。2024 年度にコロナ禍前（2019 年度）の数字に戻すことを前提に、2023 年度以

降は訪日外国人が 50％程度の増になることを見込み、また国内旅行者は従来の目標数値の 1％増 

と設定し 2024 年度～2025 年度を 2.4％増で設定。 

●来訪者満足度 

宿泊者の地域内の滞在に対する来訪者満足度調査の「再来訪意向」7段階のトップボックスの比率。

ＤＭＯが管理するＫＰＩの最重要指数として設定。年次の結果を踏まえ KPI の設定を見直して行

く。基本、前年実績の 1.0％増という地に足の着いた地道な目標を設定する。 

●リピーター率 

対象地域内の宿泊リピート率にて設定。年次により振れ幅の大きい数字と捉えているが、年次の実

績推移を踏まえ、より精度の高い KPI を設定して行く。リピート率のみに左右されず、新規とのバ

ランスに留意しながら、総体としての顧客推移に注視して行く。現状では、来訪者の安定的確保の

側面から、新規･リピーター同率で増やしていくことが望ましいと考えている。 

 

 

（２）その他の目標 

指標項目  
2020 

（Ｒ２） 

年度 

2021 

（Ｒ３） 

年度 

2022 

（Ｒ４） 

年度 

2023 

（Ｒ５） 

年度 

2024 

（Ｒ６） 

年度 

2025 

（Ｒ７） 

年度 

●Web サイトの

アクセス数 

（回） 

目

標 

6,000,000 7,000,000 7,500,000 7,500,000 7,500,000 7,750,000 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

5,210,966 6,821,335 7,126,841    

（ ） （ ） （ ） 

●着地型旅行商

品利用者数 

（人） 

目

標 

9,000 12,000 12,000 12,000 13,500 15,000 

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

6,987 6,081 9,659 
   

（ ） （ ） （ ） 

●DMO での宿泊

予約数（人） 

目

標 

3,000 3,300 4,200 4,200 5,000 5,500 

（-） （-） （-） （-） （-） （-） 

3,418 4,024 3,615    
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※括弧内は、訪日外国人旅行者に関する数値 

※各指標項目の単位を記入すること。 
 

指標項目及び目標数値の設定にあたっての検討の経緯及び考え方 
【検討の経緯】 

※ＫＰＩとして設定する項目や年次及び目標数値に関して、その検討のプロセスや考え方を項目ごと

に出来る限り具体的に記入すること。 

 

【設定にあたっての考え方】 

※大前提として、2024 年度にコロナ禍前（2019 年度）の数値に戻す KPI 設定としています 

●Web サイトのアクセス数（ページビュー） 
コロナ禍で停滞はあったが、毎年上昇基調。日本一の星空ナイトツアーを中心とした情報発信や媒 

体での露出が増加の要因と考えられる。今後は、村内の旅館や観光施設だけでなく、パートナー企

業や近隣市町村の観光関係のサイトとの相互リンクや連携を戦略的に増やすことで、アクセス数を

増やして行く。2024 年度から 2025 年度は 3％増で設定。 

 

●着地型旅行商品利用者数 

「星空ナイトツアーバス」の利用者の比重が高いが、2019 年度は、混雑や渋滞による地域住民への

負担や利用者の不満の軽減化と安全面への配慮から、事前予約性による販売数のコントロールを始め

たことによる利用者減。更に、コロナ禍により、着地型旅行商品全体が減少傾向も、アウトドアのア

クティビティを中心に 2022 年は増加。今後は阿智村周遊バスの内容の充実やアクティビティプログ

ラムの充実･豊富化、情報発信の徹底で計画を達成して行くのと同時に域内消費額の増大にも繋げて

行く。またバスの運行についてはバス会社の選定や連携により安全安心を第一に進めて行く。 

2024 年度から 2025 年度は 1.1％増で設定。 

 

●住民満足度 
 現状は、定則的な評価基準･調査方法を持ち合わせていないため、今後行政と協議のうえ、毎年の実 

施は難しくても、定期的な調査が実施できるよう検討を行う。 
 

 

 

７．活動に係る運営費の額及び調達方法の見通し 
 

※少なくとも今後３年間について、計画年度毎に（１）収入、（２）支出を記入すること。 

※現に活動している法人にあっては、過去３年間の実績も記入すること。 

 

（１）収入 
年（年度） 総収入（円） 内訳（具体的に記入すること） 

2020 年度 279,790,000（円） ＜村補助金＞150,000,000 円 ＜事業収入＞67,781,000 円 
＜受益者負担＞8,740,000 円 ＜その他収入＞53,269,000 円 

2021 年度 298,876,000（円） ＜村補助金＞148,180,000 円 ＜事業収入＞81,322,000 円 
＜受益者負担＞9,236,000 円 ＜その他収入＞58,138,000 

実

績 
（0） （0） （0） 

●住民満足度 

（％） 

目

標 

      

（ ） （ ） （ ） （ ） （ ） （ ） 

実

績 

   
   

（ ） （ ） （ ） 
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2022 年度 290,233,000（円） ＜村補助金＞170,500,000 円 ＜事業収入＞102,709,000 円 
＜受益者負担＞6,019,000 円 ＜その他収入＞11,005,000 円 

2023 年度 

（見通し） 
310,800,000（円） ＜村補助金＞169,500,000 円 ＜事業収入＞130,350,000 円 

＜受益者負担＞8,450,000 円  
＜その他収入＞2,500,000 円 

2024 年度 

（見通し） 

275,950,000（円） ＜村補助金＞125,000,000 円 ＜事業収入＞140,000,000 円 
＜受益者負担＞8,450,000 円  
＜その他収入＞2,500,000 円    ※村補助金は未確定 

2025 年度 

（見通し） 

275,950,000（円） ＜村補助金＞125,000,000 円 ＜事業収入＞140,000,000 円 
＜受益者負担＞8,450,000 円  
＜その他収入＞2,500,000 円    ※村補助金は未確定 

 
（２）支出 

年（年度） 総支出 内訳（具体的に記入すること） 
2020 年度 290,752,000（円） 

 
<事業仕入> 62,721,000 円 <一般管理費> 99,521,000 円 
<誘客･情報発信>128,510,000 円  <その他事業>0 円 

2021 年度 314,090,000（円） <事業仕入> 69,401,000 円 <一般管理費>106,218,000 円 
<誘客･情報発信>115,000,000 円   
<その他事業>23,471,000 円） 

2022 年度 299,074,000（円） <事業仕入> 77,237,000 円 <一般管理費>101,073,000 円 
<誘客･情報発信>116,221,000 円   
<その他事業>4,543､000 円 

2023 年度 

（見通し） 

310,522,000（円） <事業仕入> 87,578,000 円 <一般管理費>117,289,000 円 
<誘客･情報発信>105,655,000 円   
<その他事業>0 円 

2024 年度 

（見通し） 

275,522,000（円） <事業仕入> 92,578,000 円 <一般管理費>107,289,000 円 
<誘客･情報発信>75,655,000 円   
<その他事業>0 円 

2025 年度 

（見通し） 

275,522,000（円） <事業仕入> 92,578,000 円 <一般管理費>107,289,000 円 
<誘客･情報発信>75,655,000 円   
<その他事業>0 円 

 
（３）自律的･継続的な活動に向けた運営資金確保の取組･方針 
既存の送客事業、バス事業、物販事業の収益改善と、事業拡大(新規事業を含む）による新たな自己

資金の創出と、行政（阿智村）からの補助金が核となり、ある程度の基盤となる安定的な運営資金は

確保できているが、目指すべき戦略に更に近づくよう更なる経営資源が必要な状況。既存事業の磨き

上げ、新規事業の開拓（観光資源を活用した多様なアクティビティや健康プログラム）による自己財

源の拡大拡充はもちろんのこと、観光庁をはじめとした国の助成事業の活用や金融機関からの借入れ

による投資なども視野に入れ財源確保を図っていく。また、新たな安定的観光自主財源として「宿泊

税」の導入を行政とともに検討を進めてる。                                     

 
 
８．観光地域づくり法人形成・確立に対する関係都道府県・市町村の意見 
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長野県下伊那郡阿智村は、当該村における観光地域づくり法人（地域ＤＭＯ）である㈱阿智昼神観光

局を核として、今後も「観光を基軸とした持続可能な村づくり」に取組んでいきます。 

 

 

９．マネジメント・マーケティング対象区域が他の地域連携ＤＭＯ（県単位以外）

や地域ＤＭＯと重複する場合の役割分担について（※重複しない場合は記載不要） 

 

【他の地域連携ＤＭＯや地域ＤＭＯとの間で、重複区域に関する連携や役割分担等について協議を行

った（行っている）か】 

下記に記載します 

 

 

【区域が重複する背景】 

◆長野県観光機構（地域連携 DMO ）長野県全域を対象とするＤＭＯ 

◆南信州観光公社（地域連携 DMO）飯田市を中心とする南信州地域（14市町村）を対象とするＤＭＯ 

 

【重複区域における、それぞれの DMO の役割分担について】 

◆長野県観光機構には訪日外国人旅行者を含むマーケティング、ブランディングを主体とした活動を

要望しており、担当者適宜密に連絡調整を行っている。また、年に 1～2回開催される連絡会議にお

いて意見調整を行っている。 

◆南信州観光公社には、リニア中央新幹線開通を見据えた南信州地域（14市町村）の広域連携（地域

資源の共有）とブランディングを要望し、弊社社長が取締役を務める関係から情報共有をはかってい

る。 

◆自社 DMO においては、南信州 14市町村のうちの 1村（阿智村）を管轄し、マーケティング及びマ

ネジメントを行っている。その他、123 市町村との連携においては自社で行えない部分については、

地域連携 DMO と連携をはかっている。 

 

【前述の役割分担等によって、効率的、効果的な活動の遂行が期待できるか】 

現状では、まだまだ調整すべき点が多いと感じるが、リニア中央新幹線開通を見据えた戦略の構築や 

事業連携において、あるいは隣接県・リニア中央新幹線駅設置地域などとの連携なども見据え、国内

マーケットに限らず、JNTO などとも連携することで、大きな可能性を持っていると感じる。 

 

 

１０．記入担当者連絡先 
 

担当者氏名 村松 晃 

担当部署名（役職） 総務管理部部長 兼 事務局長 

郵便番号 395-0304 

所在地 長野県下伊那郡阿智村智里 338-25 
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電話番号（直通） 0265-49-3171 

ＦＡＸ番号 0265-49-3170 

Ｅ－ｍａｉｌ muramatsu@hirugamionsen.jp 

 

 

１１．関係する都道府県・市町村担当者連絡先 
 

都道府県･市町村名 長野県下伊那郡阿智村 

担当者氏名 小松 剛 

担当部署名（役職） 阿智村商工観光課 

郵便番号 395-0303 

所在地 長野県下伊那郡阿智村駒場 483 

電話番号（直通） 0265-43-5514 

ＦＡＸ番号 0265-43-2230 

Ｅ－ｍａｉｌ kanko@vill.achi.lg.jp 

 

 

 



【マネジメント・マーケティング対象とする区域】
長野県下伊那郡阿智村

【設立時期】 2006年10月31日
【設立経緯】
既存の観光協会と法人化を有する地域振興会社（村の第三セクター）が
統合して、2016年に発足。
【代表者】 白澤 裕次
【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 松下 仁
【財務責任者（ＣＦＯ）】 村松 晃
【職員数】 26人（常勤14人（正職員12人・出向等2人）、非常勤12人）
【収入】約290百万

内訳 村補助金169百万 事業収入103百万 その他18百万

【総支出】約299百万
内訳 誘客･情報発信76百万 一般管理費107百万 その他116百万

【連携する主な事業者】
阿智村産業振興協議会､リニア新時代戦略等推進委員会、交通事業

者､南信州観光公社、長野県観光機構、長野県南信州地域振興局など

項目
2020

（R2）年
2021

（R3）年
2022

（R4）年
2023

（R5）年
2024

（R6）年
2025

（R7）年

旅行
消費額

(百万円)

目標
4,400 3,750 4,050 4,250 4,400 4,444

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

実績
3,276 3,240 4,040

― ― ―
( ) (  ) (  )

延べ
宿泊者数

(千人)

目標
300 252 240 290 332 340

( ) (  ) (１) (３) (５) (10)

実績
202 178 238

― ― ―
( ) ( ) (１)

来訪者
満足度

(％)

目標
23.0 24.0 25.0 26.0 27.0 28.0

( ) ( ) ( ) (  26.0 ) ( 27.0 ) ( 28.0 )

実績
24.4 24.0 26.0

― ― ―
( ) ( ) (  )

リピーター率
(％)

目標
15.0 15.0 15.0 16.0 16.0 16.0

( ) (  ) ( ) (10.0) (10.0) (10.0)

実績
12.6 14.8 16.1

― ― ―
( ) ( ) ( )

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 2023年 7月 22日

【主なターゲット】
・中京圏の中高年層
・首都圏･関西圏の若年層

【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
・「日本一の星空の村」を核とするブランド戦略

を徹底して貫いている

【観光地域づくりのコンセプト】
「世界に誇れる美しい村へ」
星と人が輝き､村民が地域を誇りとし､村民参加
を実現し､そしてこの地域で暮らし続けて行く。

【観光資源の磨き上げ】
・地域資源を活用した滞在プロ
グラム（バスツアー、農業体験､
自然体験､アウトドア他）を商品
化し販売。品質改善と新規プロ
グラムの発掘を常にう

【受入環境整備】
・村内には公共交通が存在し

ていないことから、一次交通の
補完となるバスの運行やHPなど
による情報発信に努めている。

【情報発信・プロモーション】
・「日本一の星空の村」を核とす

るブランド戦略の徹底
・国の支援事業・補助事業の活用
・表彰や記録へのエントリー・受賞

【その他】
・遊休施設を活用した店舗運営に
よる地域ブランディングと自己資
金確保
・SDGｓ、ユニバーサルツーリズム

推進

写真

写真

（登録）【登録区分】株式会社阿智昼神観光局 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組


